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  月
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凡　

例

一　
『
百
鬼
園
戰
前
・
戰
中
日
記
』
は
、
岡
山
県
郷
土
文
化
財
団
所
蔵
の
昭
和
十
一
年
か
ら
昭
和
十
五
年
、
及
び
昭

和
十
八
年
の
「
文
藝
手
帖
」、
昭
和
十
六
年
の
「
三
省
堂
手
帖
」、
昭
和
十
九
年
の
「
日
本
郵
船
株
式
会
社
手
帖
」

を
底
本
と
し
た
。
昭
和
十
七
年
の
手
帖
は
現
存
し
な
い
が
、
平
山
三
郎
氏
に
よ
る
一
月
一
日
か
ら
四
月
二
十
二
日

ま
で
の
翻
刻
原
稿
を
末
尾
に
参
考
資
料
と
し
て
収
録
し
た
。

二　

手
帖
の
表
記
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
横
書
で
あ
る
が
、
ひ
ら
が
な
表
記
に
あ
ら
た
め
、
縦
書
と
し
た
。
原
則
と

し
て
正
字
体
・
旧
か
な
遣
い
と
し
た
。
ま
た
、
句
読
点
を
適
宜
加
え
、
難
読
字
に
は
適
宜
ル
ビ
を
振
っ
た
。
明
ら

か
な
誤
記
は
訂
正
し
た
。

三　

日
付
け
は
手
帖
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
あ
ら
た
め
た
。

四　
「
手
帖
」
に
は
、
見
開
き
頁
の
右
最
下
段
に
「M

EM
O

」
欄
が
あ
り
、
百
閒
は
そ
の
欄
を
独
立
し
て
活
用
し
て

い
る
。

五　

俳
句
で
『
新
輯　

內
田
百
閒
全
集
第
十
八
卷
』
収
録
の
「
俳
句
全
作
品
季
題
別
總
覽
」
と
異
同
が
あ
る
も
の
は

〔　

〕
に
注
記
し
た
。

六　

本
文
中
の
編
集
上
の
注
記
は
〔　

〕
に
入
れ
、
新
字
体
・
現
代
仮
名
遣
い
で
本
文
よ
り
も
小
さ
な
文
字
で
示
し

た
。

七　

本
文
中
に
、
今
日
の
人
権
意
識
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
思
わ
れ
る
語
句
や
表
現
が
あ
る
が
、
時
代
的
背
景
と
、

作
品
の
歴
史
的
価
値
に
か
ん
が
み
、
加
え
て
著
者
が
故
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
底
本
の
ま
ま
と
し
た
。
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昭
和
十
一
年
〔

藝
手
帖
〕

一
月
一
日　

水

　

無
爲
。
ひ
る
ね
。
夕
、
多
田
、
大
井
來
。
酒
を
の
む
。

一
月
二
日　

木

　

午
後
か
ら
、
岡
山
市
方
言
集
稿
本
の
續
稿
の
爲
カ
ー
ド
の
整
理
。
な
ほ
二
三
日
か
か
る
つ
も
り
也
。

一
月
三
日　

金

　

午
後
か
ら
方
言
集
の
カ
ー
ド
整
理
。
栗
村
、
木
村
來
。
夕
方
前
に
去
る
。
夜
も
方
言
集
。

一
月
四
日　

土

　

午
後
、
前
田
良
平
來
。
夕
、
谷
中
來
。
方
言
集
は
か
ど
ら
ず
。

一
月
五
日　

日

　

終
日
、
方
言
集
カ
ー
ド
の
整
理
。
大
分
は
か
ど
る
。
夕
飯
に
一
昨
日
京
都
の
中
島
か
ら
送
つ
て
來
た
鹿
を
⻝
つ
た
。

一
月
六
日　

月

午
後
、
今
村
み
そ
さ
ざ
い
を
屆
け
て
來
た
。
從
前
と
二
羽
に
な
つ
た
。
小
鳥
全
部
で
三
十
四
羽
也
。
朝
、
內
山
來
。
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寺
田
さ
ん
の
吿
別
式
に
代
理
を
た
の
む
。
終
日
、
夕
⻝
後
も
方
言
集
の
整
理
。
カ
ー
ド
の
整
理
終
る
。
夜
、
村
山
來
。

一
月
七
日　

火

例
年
の
子
供
達
と
の
會
⻝
の
た
め
、
先
日
京
都
の
中
島
の
く
れ
た
鹿
の
肉
と
は
別
に
鷄
肉
と
を
持
つ
て
小
日
向
に

行
き
遲
い
午
⻝
。
出い
で

〔
出
隆
〕
も
加
は
る
。
夕
方
ま
で
續
き
後
で
出
と
將
棋
を
さ
し
て
夜
八
時
過
歸
る
。

一
月
八
日　

水

　

夕
、
朝
日
の
七
階
の
日
本
鳥
類
硏
究
所
の
談
話
會
に
行
く
筈
だ
つ
た
の
を
や
め
て
、
終
日
無
爲
。
夕
、
大
井
そ
の

會
に
行
く
つ
も
り
で
誘
ひ
に
來
た
が
、
そ
の
ま
ま
夕
⻝
。
內
山
來
、
岩
瀨
來
。

一
月
九
日　

木

　

無
爲
。
午
、
北
村
來
。
夕
、
東
炎
の
應
募
原
稿
を
讀
む
。
中
野
來
。
酒
を
の
み
、
お
と
な
し
く
歸
る
。

一
月
十
日　

金

　

朝
よ
り
熱
あ
り
。
腹
痛
甚
し
く
下
痢
。
八
度
五
分
を
下
ら
ず
夜
半
に
至
る
。

一
月
十
一
日　

土

　

お
な
か
止
ま
り
熱
七
度
五
分
。
夕
方
か
ら
熱
な
ほ
下
が
つ
た
ら
し
。
夕
、
金
子
安
正
來
。
會
は
な
か
つ
た
。
床
中
、

宮
城
の
今
度
の
本
の
校
正
と
東
炎
の
應
募
原
稿
と
を
見
た
。

一
月
十
二
日　

日

　

熱
下
が
つ
た
。
村
山
、
竹
崎
（
航
硏
卒
業
生
）
玄
關
迄
來
。
午
後
、
竹
內
來
。
宮
城
の
今
度
の
本
を
「
騷
音
」
と

云
ふ
名
に
き
め
た
。
夜
騷
音
の
原
稿
（
ゲ
ラ
刷
り
）
校
訂
。

一
月
十
三
日

月
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一
日
宮
城
の
本
の
校
訂
。
午
後
、
改
造
、

藝
の
記
者
來
。

一
月
十
四
日　

火

　

宮
城
の
騷
音
の
校
訂
。

一
月
十
五
日　

水

　

午
、
奧
脇
來
。
午
後
、
航
硏
松
村
來
。
小
西
來
。
今
村
來
。
淸
水
淸
兵
衞
滿
洲
よ
り
來
（
玄
關
迄
）。
夕
、
栗
村

來
。
夕
⻝
、
大
井
來
。
そ
の
間
に
騷
音
校
訂
。

一
月
十
六
日　

木

　

ひ
る
前
、
內
山
來
。
午
後
、
竹
內
來
。
夕
、
內
山
來
。
夕
、
宮
城
夫
婦
來
。
後
で
三
笠
書
房
に
行
つ
て

來
る
。

宮
城
の
騷
音
の
序

の
爲
也
。
騷
音
の
校
訂
を
終
る
。

一
月
十
七
日　

金

　

無
爲
。
今
年
か
ら
お
精
進
の
日
を
し
よ
う
と
思
ふ
。
今
日
は
觀
音
樣
、
母
、
こ
ひ
の
お
父
さ
ん
の
日
に
て
精
進
。

一
月
十
八
日　

土

　

無
爲
。
午
後
、
內
山
來
。
夕
、
內
山
來
。
出
隆
來
。
將
棋
を
さ
し
た
。

一
月
十
九
日　

日

　

無
爲
。
午
前
內
山
來
。
午
後
今
村
來
。
夕
、
內
山
歸
り
來
る
。

一
月
二
十
日　

月

　

夕
、
中
野
來
。
一
緖
に
酒
を
の
ん
で
ゐ
た
ら
淸
水
淸
兵
衞
來
た
。

一
月
二
十
一
日　

火
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無
爲
。
去
年
以
來
風
呂
に
行
き
散
髮
。
金
矢
歸
つ
て
居
た
。
一
緖
に
酒
。

一
月
二
十
二
日　

水

　

無
爲
。
夕
よ
り
內
山
來
り
共
に
宮
城
へ
よ
ば
れ
て
行
つ
た
。
る
す
に
黑
須
來
り
し
。

一
月
二
十
三
日　

木

　

無
爲
。
午
後
、
東
日
に
行
き
、
辻
に
會
つ
て
サ
ン
デ
ー
每
日
の
小
說
の
約
束
を
し
た
。
朝
日
に
寄
り
美
土
路
氏
に

多
美
野
の
事
を
賴
ん
だ
。

　
　
（
丸
の
內
車
中
）
う
ら
ら
か
や
石
垣
に
さ
す
松
の
影

一
月
二
十
四
日　

金

　

サ
ン
デ
ー
每
日
に
書
か
う
と
思
ふ
小
說
の
腹
案
成
る
。
夕
、
⻝
事
中
に
大
井
來
。
一
し
よ
に
飮
む
。

一
月
二
十
五
日　

土

　

雪
。
サ
ン
デ
ー
每
日
の
小
說
を
少
し
書
き
か
け
た
。

一
月
二
十
六
日　

日

　

午
後
、
東
炎
の
高
橋
櫨
染
子
來
。
內
山
來
。
無
爲
。

一
月
二
十
七
日　

月

　

午
後
、
大
井
來
。
頰
白
を
く
れ
た
。
續
稿
。
夕
、
多
田
來
、
太
田
來
、
中
野
來
。
み
ん
な
一
緖
に
酒
を
の
む
。

一
月
二
十
八
日　

火

　

午
後
、
名
古
屋
新
聞
大
島
來
。
こ
れ
か
ら
每
週
日
曜
書
く
事
に
な
つ
た
。
森
田
七
郞
來
。
今
村
來
。
か
や
く
ぐ
り

三
番
落
鳥
。
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一
月
二
十
九
日　

水

　

午
後
、
奧
脇
來
。
夕
、
平
野
來
。
夜
、
續
稿
。

一
月
三
十
日　

木

　

午
後
、
內
山
を
呼
ぶ
。
三
笠
書
房
の
使
來
る
。
續
稿
。

一
月
三
十
一
日　

金

　

午
後
、
內
山
來
。
多
田
來
。
金
矢
來
。
一
緖
に
夕
⻝
。
名
古
屋
新
聞
の
原
稿
か
い
た
。「
鵜
の
咽
喉
」。
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二
月
一
日　

土

　

午
後
、
多
田
來
、
大
井
來
。
三
笠
書
房
の
使
來
。
夕
、

多
田
來
、
す
ぐ
歸
る
。
續
稿
捗
ら
ず
。

二
月
二
日　

日

　

朝
、
今
村
が
蟲
を
持
つ
て
來
た
外
、
何
人
も
來
ら
ず
。
續
稿
捗
る
。

二
月
三
日　

月

　

續
稿
。
夕
、
多
田
來
。
一
緖
に
晚
飯
。

二
月
四
日　

火

　

續
稿
終
る
。
題
未
定
。
三
五
枚
。
午
後
か
ら
大
雪
。

二
月
五
日　

水

　

午
後
、
原
稿
推
敲
。

題
、
鬼
の
冥
福
。
東
日
へ
持
つ
て
行
き
、
七
十
五
圓
受
取
つ
て
歸
る
。
多
田
待
つ
て
ゐ
た
。

夕
飯
。

二
月
六
日　

木

　

午
後
、
今
村
こ
が
ら
を
持
つ
て
來
た
。
無
爲
。

二
月
七
日　

金
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午
、
中
央
公
論
の
松
下
來
。
午
後
、
名
古
屋
新
聞
の
原
稿
を
書
い
た
。

二
月
八
日　

土

　

昨
夜
寢
ら
れ
な
か
つ
た
。
無
爲
。
小
鳥
籠
の
棚
を
綜
合
飼
桶
の
や
う
な
設
計
に
し
よ
う
と
思
つ
て
案
を
た
て
た
。

二
月
九
日　

日

　

午
後
、
野
上
氏
を
訪
ふ
。
夕
方
歸
り
、
一
日
無
爲
。

二
月
十
日　

月

　

午
、
北
村
來
。
多
美
野
、
唐
助
卒
業
に
つ
き
、
必
要
の
金
百
五
十
圓
の
調
達
を
た
の
ん
だ
。
夕
方
よ
り
「
旅
」
の

原
稿
書
き
始
め
た
。

二
月
十
一
日　

火

　

午
後
、
今
村
來
。
三
笠
書
房
の
使
小
川
來
。
大
井
來
。
原
稿
が
忙
し
い
の
に
晝
中
何
も
出
來
な
か
つ
た
。
夕
⻝
後

一
寸
寢
て
夜
二
時
過
迄
に
「
旅
」
の
原
稿
、
飛
行
機
漫
筆
、
十
枚
書
き
終
つ
た
。

二
月
十
二
日　

水

　

午
後
よ
り
書
き
始
め
、
夕
⻝
後
一
ね
む
り
し
て

續
け
、
徹
夜
し
て
朝
五
時
に
「
寺
田
寅
彥
博
士
の
追
憶
」
十
枚

を
中
央
公
論
の
爲
に
か
い
た
。
夕
、
中
央
公
論
の
松
下
來
。

二
月
十
三
日　

木

　

徹
夜
の
あ
と
で
一
日
う
つ
ら
う
つ
ら
。
夕
、
太
田
と
多
田
來
。
一
緖
に
夕
⻝
。

二
月
十
四
日　

金

　

午
後
、
名
古
屋
新
聞
の
原
稿
「
馬
丁
」
三
枚
半
書
い
た
。
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二
月
十
五
日　

土

　

午
後
、
時
事
新
報
の
原
稿
書
き
始
む
。「
東

」
三
枚
。
夕
、
栗
村
、
木
村
來
、
夕
⻝
。

二
月
十
六
日　

日

　

夕
方
少
し
仕
事
。
早
く
寢
る
。

二
月
十
七
日　

月

　

朝
、
珍
ら
し
く
早
く
八
時
前
に
起
き
た
。
午
後
よ
り
仕
事
。
時
事
の
原
稿
。
大
井
來
。
夕
方
迄
待
た
し
て
、
續
稿

し
て
夕
⻝
。
但
、
今
日
は
精
進
料
理
な
り
。

二
月
十
八
日　

火

　

午
後
、
時
事
續
稿
、
終
る
。「

の
記
」
十
七
枚
。
時
事
に
持
つ
て
行
つ
て
原
稿
料
五
十
一
圓
貰
つ
て
來
た
。

午
後
、
三
笠
書
房
の
使
、
續
百
鬼
園
日
記
帖
の
出
版
屆
の
印
を
取
り
に
來
た
。
放
送
局
の
吉
川
留
守
に
來
り
し
由
。

二
月
十
九
日　

水

　

ひ
る
前
、
竹
內
來
。
床
中
に
在
り
て
會
は
ず
。
午
後
、
竹
內
來
。
多
田
來
。
何
と
な
く
氣
分
重
し
。

二
月
二
十
日　

木

　

午
、
小
鳥
二
十
三
籠
を
入
れ
る
飼
桶
棚
が
出
來
て
來
た
。
午
後
、
內
山
來
。
無
爲
。
續
百
鬼
園
日
記
帖
出
來
て
來

た
。
夕
、
多
田
來
、
夕
⻝
。

二
月
二
十
一
日　

金

　

午
過
、
明

の
原
稿
「
誕
生
日
」
五
枚
、
使
を
ま
た
せ
て
書
い
た
。
午
後
、
す
ぐ
續
い
て
名
古
屋
新
聞
の
「
續
阿

房
の
鳥
飼
」
四
枚
書
い
た
。
そ
れ
か
ら
野
上
さ
ん
を
訪
う
て
夕
方
歸
る
。
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二
月
二
十
二
日　

土

　

夕
方
前
、
佐

春
夫
訪
問
。
た
み
の
、
唐
助
の
卒
業
に
つ
き
、
月
謝
等
の
淸
算
に
要
す
る
百
五
十
圓
の
相
談
を
し

て
協
力
を
得
た
。
版
畫
莊
に
て
佐

氏
の
印
稅
を
先
借
り
す
る
事
に
な
つ
た
。

二
月
二
十
三
日　

日

　

大
雪
也
。
夕
方
よ
り
週
刊
朝
日
の
原
稿
書
き
始
む
。
書
い
て
し
ま
つ
た
「
む
ら
さ
き
」
十
枚
半
。

二
月
二
十
四
日　

月

　

ひ
る
前
「
む
ら
さ
き
」
を
讀
み
返
し
て
す
ぐ
に
偕
樂
園
の
放
送
局
の
和
樂
放
送
硏
究
會
へ
行
く
。
銀
座
の
版
畫
莊

に
寄
る
。
主
人
不
在
。
明
日
行
く
事
を
約
す
。
朝
日
に
寄
り
む
ら
さ
き
の
稿
料
の
內
20
受
取
る
。
佐

春
夫
を
訪
ふ
。

小
日
向
に
行
く
。
正
月
以
來
也
。
歸
つ
た
ら
北
村
來
。
今
度
中
公
の
「
有
頂
天
」
の
裝
幀
を
北
村
に
や
ら
せ
る
事
に

し
た
。

二
月
二
十
五
日　

火

　

午
後
、
三
笠
書
房
へ
行
き
、
そ
れ
か
ら
版
畫
莊
へ
行
き
、
佐

春
夫
氏
の
印
稅
七
十
圓
を
借
り
た
。
そ
れ
を
小
日

向
に
持
つ
て
行
つ
て
や
り
、
歸
つ
て
待
つ
て
ゐ
た
多
田
と
三
崎
町
の
帝
國
書
院
に
守
屋
氏
を
誘
つ
た
が
既
に
自
笑
軒

に
出
か
け
た
後
で
、
す
ぐ
に
自
笑
軒
へ
行
き
、
野
上
、
守
屋
、
多
田
と
會
⻝
。
歸
り
に
多
田
立
寄
る
。

二
月
二
十
六
日　

水

　

午
、
北
村
、
た
み
の
、
唐
助
の
卒
業
の
金
の
事
に
つ
き
來
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、
軍
人
謀
反
の
噂
を
傳
ふ
。

二
月
二
十
七
日　

木

　

午
後
、
多
田
來
る
。
歸
つ
た
後
夕
方
、
一
寸
佐

春
夫
氏
を
訪
ふ
。
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二
月
二
十
八
日　

金

　

午
後
、
散
髮
に
行
つ
た
。
夕
、
今
村
來
。
軍
人
の
反
亂
今
日
に
至
り
て
な
ほ
靜
ま
ら
ぬ
ら
し
い
。

二
月
二
十
九
日　

土

　

午
後
、
久
吉
肺
炎
に
て
重
態
の
電
報
來
。
す
ぐ
に
行
か
う
と
思
つ
て
も
戒
嚴
令
に
よ
り
交
通
停
止
で
自
動
車
が
な

く
て
ぢ
り
ぢ
り
し
た
。
や
つ
と
乘
つ
て
行
つ
た
。
出
を
訪
ふ
。
夕
方
歸
つ
て
出
な
ほ
し
て
小
林
博
士
を
た
の
み
一
緖

に
往
診
し
て
貰
つ
た
。
歸
つ
て
ね
た
ら
一
時
半
。
反
亂
鎭
定
せ
り
。
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三
月
一
日　

日

　

午
後
、
久
吉
を
見
舞
ふ
。
少
し
よ
し
。
歸
つ
て
見
た
ら
、
小
西
、
大
井
、
奧
脇
來
て
待
つ
て
ゐ
た
。
一
緖
に
夕
⻝
。

三
月
二
日　

月

　

午
後
、
久
吉
を
見
舞
ふ
。
出
を
訪
う
て
歸
る
。
夕
、
都
新
聞
の
上
山
來
（
二
十
九
日
の
留
守
に
來
た
原
稿
の
用

件
）。
夜
、
都
新
聞
の
原
稿
「
雪
明
」
第
一
囘
三
枚
半
書
い
た
。

三
月
三
日　

火

　

午
後
、
久
吉
を
見
舞
ふ
。
出
に
寄
る
。
佐

春
夫
に
寄
る
。

三
月
四
日　

水

　

午
後
、
都
新
聞
の
第
二
囘
脫
稿
。
內
山
來
。
多
田
來
。
多
田
と
夕
⻝
。
村
山
來
。
都
新
聞
の
第
二
囘
を
書
く
。

三
月
五
日　

木

　

午
後
、
都
新
聞
續
稿
二
囘
書
き
終
る
。
都
新
聞
に
持
つ
て
行
き
稿
料
を
受
取
り
、
歸
り
に
朝
日
へ

る
。
內
山
來
。

三
月
六
日　

金

　

午
後
、
名
古
屋
新
聞
の
原
稿
、
今
古
を
書
い
た
。

三
月
七
日　

土
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午
後
、
小
西
來
。
無
爲
。
續
日
記
帖
寄
贈
本
の
內
二
十
四
册
の
署
名
を
し
た
。

三
月
八
日　

日

　

無
爲
。

雪
。
も
と
の
學
生
迎
某
が
多
田
に
託
し
た
百
鬼
園
隨
筆
、
同
續
篇
に
俳
句
を
書
い
て
や
る
。
續
篇
の
分
、

學
校
騷
動
を
さ
ま
り
て

　
　

泥
水
に
あ
ぶ
く
の
數
や
春
の
風

三
月
九
日　

月

　

無
爲
。
午
後
、
內
山
來
。

三
月
十
日　

火

　

無
爲
。
午
後
、
多
田
來
。

三
月
十
一
日　

水

　

午
後
、
東
日
に
て
辻
を
訪
ふ
。
高
原
と
も
會
ふ
。
行
き
が
け
に
小
川
町
川
崎
第
百
銀
行
に
て
十
圓
の
小
切
手
を
受

け
取
つ
た
。
午
、
內
山
來
。
夕
、
多
田
來
。
久
吉
の
看
護
婦
を
歸
す
金
を
借
り
て
來
て
く
れ
た
。
內
山
來
、
託
す
。

三
月
十
二
日　

木

　

朝
、
一
寸
動
悸
が
打
つ
た
。
そ
れ
か
ら

寢
た
。
午
後
、
小
鳥
の
う
ち
の
保
護
鳥
の
餌
養
許
可
の
爲
神
樂
坂
警
察

署
へ
行
つ
た
。
佐

春
夫
に

る
。
會
へ
な
か
つ
た
の
で
朝
日
に
行
つ
て
赤
井
氏
に
た
み
の
の
事
を
賴
ん
だ
。
蘭
茶

に
會
つ
て
歸
る
。

三
月
十
三
日　

金

　

午
後
、
東
日
、
辻
來
。
名
古
屋
新
聞
の
原
稿
「
謝
肉
祭
」
を
書
い
た
。
初
め
て
の
春
雨
、
暖
か
し
。
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三
月
十
四
日　

土

　

午
後
、
朝
日
へ
行
き
、
赤
井
氏
に
會
つ
て
た
み
の
の
事
に
つ
き
美
土
路
氏
の
返
事
を
聞
く
。
馱
目
ら
し
い
。
中
央

公
論
に
雨
宮
氏
を
訪
ふ
。
一
寸
席
に
ゐ
な
い
と
云
ふ
の
で
、
東
京
驛
の
風
呂
に
這
入
つ
た
。
風
呂
は
何
十
日
振
り
也
。

中
央
公
論
に
歸
り
、
雨
宮
に
會
つ
て
た
み
の
の
事
を
た
の
む
。
夜
、
桐
明
を
訪
ひ
て
十
五
圓
借
り
た
。
一
緖
に
行
つ

て
外
に
ま
た
し
て
お
い
た
。
こ
ひ
に
渡
す
炭
屋
が
癪
に
さ
は
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

三
月
十
五
日　

日

　

午
後
、
村
山
來
。
夕
、
大
井
來
。
⻝
事
。
平
野
來
。
亦
一
緖
に
⻝
事
。

三
月
十
六
日　

月

　

朝
、
野
上
氏
來
た
け
れ
ど
、
ま
だ
寢
て
ゐ
た
の
で
歸
つ
た
。
午
、
北
村
來
。
日
日
に
寄
稿
す
る
「
新
道
の
飛
行
機

事
故
」
を
書
い
た
。
夜
、
松
浦
嘉
一
、
月
末
倫
敦
に
行
く
挨
拶
に
來
た
。

三
月
十
七
日　

火

　
（
以
下
二
十
五
日
記
）
朝
、
出
〔
出
隆
〕
來
。
久
吉
の
重
態
を
傳
ふ
。
午
過
、
一
緖
に
出
て
出
の
帳
場
の
自
動
車

に
て
小
林
さ
ん
を
賴
み
に
行
く
。
小
林
さ
ん
は
夕
方
七
時
半
に
來
る
事
に
な
つ
た
の
で
小
日
向
へ
行
き
、
久
吉
を
診

る
。
惡
し
。
出
に
行
き
、
歸
つ
て
枕
頭
に
坐
つ
て
二
こ
と
三
こ
と
話
し
た
（
起
こ
し
て
貰
は
な
い
で
落
ち
つ
い
て
寢

て
ゐ
た
の
か
、
え
ら
い
ね
、
と
私
が
云
つ
た
）。
間
も
な
く
死
ん
だ
。
一
旦
歸
る
。
金
矢
、
平
井
來
。
中
野
來
。
金

矢
、
平
井
に
先
に
行
つ
て
貰
ふ
。
多
田
、
北
村
來
。
中
野
に
先
に
行
つ
て
貰
ふ
。
多
田
は
、
お
金
の
工
面
の
爲
出
か

け
た
。
北
村
と
小
日
向
へ
行
く
。
午
前
三
時
歸
る
。

三
月
十
八
日　

水
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